
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

大
ケ
生
地
域
担
当

山
代
森

金
山
の
里
・
大
ケ
生
地
域
に
お
け
る

山
里
暮
ら
し
の
継
承
支
援



自
己
紹
介

山
代

森

や
ま
し
ろ

も
り

平
成
9
年
生
ま
れ

宮
古
市
出
身
。

高
校
進
学
を
機
に
岩
手
県
を
離
れ
、

島
根
県
、
山
形
県
、
東
京
都
で
生
活
。

8
年
ぶ
り
に
地
元
岩
手
、
盛
岡
市
へ
。



大
ケ
生
地
域

盛
岡
市
内
か
ら
車
で
30
分
、
距
離
に

し
て
15
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
、
山
に
囲

ま
れ
た
小
さ
な
集
落
。

上
大
ケ
生
と
下
大
ケ
生
、
二
つ
の
自

治
会
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
数
は
合
わ
せ
て
１
５
０
ほ
ど
。



大
ケ
生
金
山

明
治
三
六
年
の
発
見
か
ら
、
戦
争
で

休
山
す
る
昭
和
十
七
年
ま
で
稼
働
し

て
い
た
金
山
。
最
盛
期
は
従
事
者
が

四
百
名
を
超
え
、
東
北
一
の
精
錬
所

と
し
て
栄
え
た
。
現
在
も
そ
の
坑
道

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



こ
あ
ら
か
ま
ど

大
ケ
生
地
域
に
立
つ
、
築
百
年
ほ
ど

の
南
部
曲
が
り
家
。

活
動
拠
点
で
あ
り
、
生
活
の
拠
点
。

こ
こ
で
の
暮
ら
し
、
そ
の
も
の
が
協

力
隊
の
活
動
の
一
つ
。



一
年
目
の
活
動

（
令
和
三
年
十
月
～
令
和
四
年
九
月
）



・
冊
子
お
お
が
ゆ
う
作
成

・
野
菜
栽
培

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
座

・
機
織
教
室
参
加

・
特
産
品
の
販
売
㏚

・
こ
あ
ら
か
ま
ど
催
物

・
記
念
行
事
活
動
発
表

・
県
外
視
察

・
農
作
業
支
援

・
一
人
世
帯
の
生
活
支
援

・
大
ケ
生
山
伏
神
楽
参
加

・
樹
皮
の
工
芸
品
製
作

・
地
域
行
事
参
加

・
映
画
上
映
会
開
催

・
地
域
の
記
録
撮
影

・
地
元
情
報
誌
へ
連
載

・
狩
猟
免
許
取
得

・
雪
あ
か
り
開
催



二
年
目
の
活
動

（
令
和
四
年
十
月
～
令
和
五
年
九
月
）



・
冊
子
お
お
が
ゆ
う
作
成

・
野
菜
栽
培

・
味
噌
づ
く
り

・
盛
岡
市
農
業
ま
つ
り
出
店

・
食
品
安
全
講
習

・
刈
払
機
安
全
衛
生
講
習

・
農
作
業
支
援

・
一
人
世
帯
生
活
支
援

・
大
ケ
生
山
伏
神
楽

・
樹
皮
の
工
芸
品
製
作

・
地
域
行
事
参
加

・
映
画
上
映
会
開
催

・
地
域
の
記
録
撮
影

・
地
元
情
報
誌
へ
連
載

・
狩
猟
活
動

・
雪
灯
り
開
催



三
年
目
の
活
動

（
令
和
五
年
十
月
～
現
在
～
令
和
六
年
九
月
）



・
味
噌
づ
く
り

・
盛
岡
市
農
業
ま
つ
り
出
店

・
中
型
自
動
車
免
許
取
得

・
お
餅
つ
き
会
開
催

・N
H
K

文
化
セ
ン
タ
ー
講
座

・
農
作
業
支
援

・
一
人
世
帯
生
活
支
援

・
大
ケ
生
山
伏
神
楽

・
樹
皮
の
工
芸
品
製
作

・
地
域
行
事
参
加

・
映
画
上
映
会
開
催

・
地
域
の
記
録
撮
影

・
地
元
情
報
誌
へ
連
載

・
狩
猟
活
動

・
雪
灯
り
開
催



農
作
業
支
援

お
米
、
キ
ュ
ウ
リ
、
り
ん
ご
、
牛

の
繁
殖
農
家
さ
ん
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
家
さ
ん
か
ら
季
節
ご
と
の
仕

事
を
通
年
で
教
え
て
頂
く
。
ネ
ギ
や

茗
荷
の
収
穫
、
ダ
リ
ヤ
の
球
根
掘
り

の
お
手
伝
い
も
。



一
人
世
帯
の
生
活
支
援

薪
割
り
・
雪
掻
き
・
雪
下
ろ
し
・

煙
突
掃
除
・
草
刈
り
・
庭
木
の
剪

定
・
買
い
物
代
行
な
ど…

高
齢
者
の
お
一
人
暮
ら
し
の
方
も
多

い
な
か
、
小
さ
な
こ
と
、
細
や
か
な

事
で
も
力
に
な
れ
た
ら
。



大
ケ
生
山
伏
神
楽

大
ケ
生
に
は
高
江
柄
念
仏
剣
舞
、

大
ケ
生
高
舘
剣
舞
、
城
内
さ
ん
さ
踊

り
、
そ
し
て
大
ケ
生
山
伏
神
楽
と
四

つ
の
郷
土
芸
能
が
伝
わ
る
。

神
社
で
の
例
大
祭
を
は
じ
め
、
郷

土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
披
露
宴

な
ど
で
も
公
演
し
、
四
演
目
を
習
得
。



樹
皮
の
工
芸
品
製
作

冬
の
農
閑
期
は
農
作
業
も
ひ
と
段

落
。
素
材
か
ら
大
ケ
生
地
域
で
採
れ

る
も
の
で
、
冬
の
手
仕
事
が
で
き
た

ら
と
、
樹
皮
を
活
用
し
た
布
製
作
を

始
め
る
。

夏
に
は
樹
皮
採
取
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
。



地
域
行
事
へ
の
参
加

地
域
に
住
ん
で
暮
ら
す
と
い
う
事

は
、
地
域
の
一
員
に
な
る
と
い
う
こ

と
。公

民
館
役
員
会
の
参
加
、
地
区
の

草
刈
り
、
側
溝
掃
除
、
登
山
道
の
整

備
、
地
元
消
防
団
へ
の
入
団
な
ど…

。

地
域
の
方
と
の
人
間
関
係
や
活
動
の

幅
も
広
が
る
。



映
画
上
映
会
開
催

こ
あ
ら
か
ま
ど
の
空
間
を
活
用
し
、

一
年
目
の
着
任
当
初
、
自
己
紹
介
も
兼

ね
て
、
地
元
が
題
材
と
な
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
タ
イ
マ
グ
ラ
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
を
上
映
。

二
年
目
は
、
布
を
織
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
た
映
画
「
か
ら
む
し
の
こ
え
」

を
上
映
。



地
域
の
記
録
撮
影

各
家
で
伝
え
続
け
ら
れ
て
い
る
、

郷
土
食
や
お
正
月
飾
り
、
お
盆
行
事
。

そ
れ
ら
は
、
「
大
ケ
生
ら
し
さ
」
の

重
要
な
一
つ
で
あ
る
一
方
、
生
活
習

慣
の
変
化
や
高
齢
化
に
よ
り
、
年
々

無
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
全
て
を
継
承

す
る
こ
と
は
出
来
な
く
と
も
、
今
あ

る
景
色
を
写
真
で
残
せ
た
ら
。



狩
猟
免
許
の
取
得

県
内
外
の
多
く
の
農
村
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
鹿
の
獣
害
問
題
。
一
年

目
の
秋
に
罠
免
許
を
取
得
。
昨
年
、

今
年
と
二
回
の
猟
期
を
経
験
し
、

罠
の
設
置
か
ら
止
め
差
し
、
解
体
そ

し
て
調
理
ま
で
、
一
連
の
工
程
を
実

践
。



こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て



大
ケ
生
地
域
は
、
交
通
の
便

が
良
い
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ

ん
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
人
が
暮
ら

し
て
い
く
「
き
ほ
ん
」
の
姿
が

残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。



農
作
業
を
し
て
い
る
と
、
畑

の
あ
ち
こ
ち
で
縄
文
土
器
が
出

て
き
ま
す
。

そ
れ
は
四
千
年
以
上
も
前
か

ら
こ
の
地
に
人
の
営
み
が
あ
っ

た
証
で
す
。



お
米
、
野
菜
は
家
の
前
の
田

畑
か
ら
。
台
所
に
は
沢
水
や
井

戸
の
水
が
流
れ
、
山
の
木
が
、

お
風
呂
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料

と
な
り
ま
す
。

今
の
時
代
、
か
え
っ
て
豊
か

で
最
先
端
の
暮
ら
し
方
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。



そ
し
て
、
気
づ
け
は
自
分
自

身
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
沢

山
の
こ
と
を
教
え
、
助
け
て
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。



活
動
期
間
も
残
り
半
年



山
の
木
か
ら
布
を
織
る

古
く
か
ら
東
北
地
方
の
生
活
の
中

で
使
わ
れ
て
き
た
シ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮

繊
維
。

樹
皮
か
ら
糸
を
採
る
ま
で
を
体
験
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
織
り
上
げ

た
布
の
製
品
化
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
秋
、
お
披
露
目
す
る
機
会
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



人
と
暮
ら
し
を
記
録
す
る

芸
能
や
農
産
物
、
歴
史
あ
る
暮
ら

し
は
地
域
の
魅
力
で
す
が
、
そ
れ
ら

は
大
ケ
生
地
域
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し

て
居
る
か
ら
こ
そ
。
一
番
の
魅
力
は

「
一
人
ひ
と
り
の
人
」
で
す
。

こ
の
秋
、
写
真
展
の
開
催
を
目
標

に
、
日
々
の
活
動
の
中
で
地
域
の
人

と
風
景
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。



ま
だ
ま
だ
新
参
者
で
す
が
、

残
り
の
半
年
間
は
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
中
心
に
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
も
並
行
し
て
続
け
て

い
き
ま
す
。



ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


